
暉

宗

の

立

租

相

承

や

1こ

就

て

ヨ(

伊

藤

古

鑑

隔

前
篇

に
於
て
、
我
が
灘
宗

の
立
租
相
承
を
論
す

る
の
に
、

二
十
八
租
説
の
本
擦
を
求

め
て
、
明
敷
大
師

の

『
傳
法

正
宗
記
」
を

一
考
し
π
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
『
傳
注
正
宗
記
」
に
畢

げ
ら
れ

て
居

る
宗
讃
略
傳
の
十
家
は
、

こ
れ
鑑

く
部
分
的

の
謹
左
で
あ
つ
て
、
他

に
完
全
な

る
二
十
八
祀
説
を
成
立
す

る
本
撮

が
あ

る
こ
す

る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
助

成
す

る
位

の
程
度

の
も
の
で
あ

る
ざ
云
ふ
こ
ご
を
論
じ
だ
の
で
あ
る
。
殊
に
其

の
多

く
が
口
説
傳
説

ご
云
ふ
に
過
ぎ

な

い
の
で
、
殆

ん
ど
取
る
に
足
ら
ぬ
も
の
、
み
で
あ
る
。
若
し
夫
れ
僧
紡
の

『
出
三
藏
記
集
』
に
牧

め
ら
れ
て

居

る

『
薩
婆
多
部
律
目
録
」
の
み
は
、
當
時

に
め
つ
て
見

ら
れ

る
も
の
で
あ

つ
托
か
ら
、
明
敷
大
師
も
こ
れ
を
唯

一
の
材
料

ざ
な
し
、
更

に
『
傳
法
正
宗
論
」
第

一
篇

に
於

て
、

四
師
傳
燈
説
を
主
張
す
る
本
擦

こ
せ
ら
れ
だ
も
の
、
や
う

に
思

ふ

が
、
し
か
し

こ
れ
ご
て
も
現
今
の
『
大
藏
経
」
に
牧

め
ら
れ
て
居

る
か
ら
、
そ
れ

に
徴
し
て
研
究

し
て
見

る
ε
、
私
が

前
篇

に
論
じ
π
如
く
に
、
何
等
有
力
な

る
本
擦

ご
は
な
ら
す
し
て
、
寧
ろ
二
十
八
租
説
を
毒
す
る
も

の
ご
な
り
、
却

つ
て
二
十
入
租
説

の
謹
左
に
苦
し
む
窮
策

の
　
が
見
え
て
居
る
ε
云

ふ
紀
の
で
あ
る
。
故
に
明
敷
大
師

の
示
せ
る
宗

輝
宗

の
立
胆
相
承
に
就

て
(
三
)

(五

二
)

1



縄
…宗

の
立
組
相
承
に
血就
て
(
三
)

(
五
三
)

謹
略
傳

の
十
家

の
説

は
、
鑑
く
不
完
全
な
も
の
ば
か
り
で
あ

つ
て
、
多

く
を
期
待
す
る
こ
ご
は
出
來
な

い
ご
云
は
ね

ば
な
ら
ぬ
。
然
ら
ば
他

に
完
全
な

る
二
十
入
租
説
を
成
立
す
る
本
撮
あ
り
や
否
や
、

こ
れ
に
就

て
術

ほ
少
し
く
考
察

し

て
、
そ
れ
が
結
論

の
叙
述
を
試
み
や
う
ご
思

ふ
の
で
あ
る
。

=

明
敷
大
師
の
『
傳
法
正
宗
記
」
に
績

い
て
、
同
師

の
『
傳
法
正
宗
定
租
圖
」
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
別

に
讃
む
ま
で
に
は

至
ら
な

い
。
前

の
『
傳
法
正
宗
記
』
を
省
略
し
て
書

い
陀

ご
云
ふ
の
み
で
あ
る
。
次
に
同
師
の
『
傳
法
正
宗
論
」
を

一
讃

し
て
見

る
ご
、
既

に

桝
言
し
π
如
く
、
其
の
内
容
は
三
篇

に
外
れ
、
そ
の
第

噌
篇
を
初

め
に
作
b
、
第

二
第
三
の
爾

篇

は
其

の

績
作
ざ
見

る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
其

の

第

一
篇

は
殆
ん
ど
取

る
べ
き

説
は
な

い
。
唯

だ

灘
者
の

製
作

せ
る

『
寳
林
傳
』
や

『
傳
燈
録
』
の
み
で
は
、
他

一
般

の
難
者

に
封
し
て
何
等

の
讃
撮

こ
も
な
ら
ぬ
ご
云
ふ
の
で

(註
一
)、
こ
、
に
『
傳
法
正
宗
記
』
や
『
傳
法
正
宗
定
租
圖
』
に
畢
げ
ら
れ

て
居

る
宗
謹
略
傳

の
中

の
有
力
な

る
説
を
引
文

し
て
、
第

二
十
四
祀
師
子
奪
者
已
後
、
法
燈
断
絶
せ
す
し
て
、
蓬
磨
大
師

に
及
ん
で
居

る
ピ
云
ふ
こ
ど
を
論
じ
π
も

の
に
過
ぎ

組
。
然

る
に
第

二
第
三

の
爾
篇

に
於

て
は
、
新
だ
に
『
達
磨
多
羅
輝
経
」
ざ
『
修
行
地
不
浮
観
経
序
」
ご
を
引

文
し
て
、
大

に
二
十
入
祀
説
を
立
謹

せ
ん

ご
努
め
ら
れ

把
も
の
＼
や
う

に
思

ふ
。
帥
ち
第

二
篇

の
初

め
の
論
文

に
依

つ
て
も
、
充
分

に
賜
敷
大
師
の
心
意
を
窺

ふ
こ
ご
が
出
來

る
ざ
思
ふ
か
ら
左
に
掲
げ

る
こ
ざ
に
せ
や
う
。

余
昔
引
西出
三
藏
記
所
'載
四
祀
師
者
一。
以
質
昌付
法
藏
傳
之
謬

。
遽
爲
レ書
。
迄
.今
七
年
尖
。
然
出
三
藏
記
所
シ録
者



概
見
耳
。
猶
恐
繭其
未
囎能
断

昌天
下
之
筍
謹
一。
適
賭
昌灘
経
及
修
行
地
不
浮
観
纒
序

。
而
傳
法
衆
聖
。

果

二
十
八
租

備
尖
。
婆
舎
斯
多
而
下
四
頑
師
。
其
名

昭
然
若
レ掲
鵜日
月
婦。
僧
肪
所
汐録
誠
有
嚇巌

本
一。
而
吉
迦
夜
閾
樽

。
盆
不
"足
.

考
也
。
學
者
相
窯
其
譜
訥
亦
可
"息
奥
。
夫
灘
経
者
。
蓋
出
昌於
菩
提
達
磨
一。
而
佛
駄
蹟
陀
羅
所
ひ謬
。
盧
山
慧
遠
法

師
序
汐之
。
欝
雌
誤
灘
証
賊
雛

灘
鵜
蝿

.。

不
浮
観
経
其
序
亦
宋
償
慧
観
之
所
シ著
。
達
磨
者
如
來
直
下

之
相
承
者
也
。
佛

駄
蹟
陀
羅
乃
佛
大
先
之
弟
子
。

而
達
磨
法
門
之
猶
子
也
。

慧
遠
法
師
蓋
承
於

佛
駄
蹟
堕

。
慧
観
ヌ
蹟
陀
之
弟
子

者
也
。
其
所
説
其
租
與
'宗
固
宜
詳
而
備
〃之
也
。

(『大
正
藏
経
』第
五
+
一
巻
七
七
六
丁
)

要
す
る
に
明
敷
大
師

の
二
十
八
租
説

に
於

て
、
そ
の
最
も
論
せ
な

け
れ
ば
な
ら

ぬ
焦
貼

は
、
師
子
奪
者
巳
後
の
四

師
で
あ
つ
て
、

こ
の
四
師
の
相
承

に
樹
す
る
他

一
般
的

に
示
す
本
擦

ご
し
て
は
、
初

め
に
『
出
三
藏
記
集
』
の
中

に
牧

め
ら
れ
て
居
る
『
薩
婆
多
有
部
律
目
録
』
で
あ
つ
π
が
、
更

に
『
達
磨
多
羅
藤
経
』
ビ
『
修
行
地
不
浮
観
経
序
」
ご
を
加

へ

て
、
大

に
此
の
三
書

に
依

つ
て
四
師
相
承
の
本
擦

こ
せ
ら
れ
π
も
の
、
や
う
に
思

ふ
。
而
し
て
『
目
録
』
ご
『
灘
経
」
こ

の
全
文
は
、
前
に
既

に
引
文
し
て
置

い
π
の
で
あ
る
か
ら
、
此
虜

に
残
れ

る

一
文
こ
し
て
『
修
行
地
不
浮
観
経
序
」
を

墨
げ
、

そ
れ
に
就
て

一
考
す
る
こ
ビ
に
せ
や
う
。

傳
濫此
法
一至
昌於
尉
賓
一。
轄
至
己富
若
密
羅

。

富
若
密
羅
亦
審
諸

漏
宜
ハ昌足
ふ
ハ
逼

。

後
至
昌弟
子
富
若
羅
脚。

亦
得
・鷹

眞
一。
此
二
人
於
蝿厨
賓
中
麟爲
産第

一
敷
首

。
富
若
密
羅
去
レ世
已
來
五
十
鯨
年
。
弟
子
去
p世

二
十
蘇
年
。

曇
摩
多
羅

菩
薩
。

與
。佛
陀
斯
那
襖

共
。
諮
藍得
高
勝
一宣
鵡行
法
本
一。
佛
陀
斯
那
化
行
温尉
賓
一。
爲
鹸第

三
訓
首
一。
有
於

彼
來
者
噛。

暉
宗

の
立
祀
相
承
に
就

て
(
三
)

(五

四
)
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暉
宗

の
立
祀
相
承

に
就

て
(
三
)

(
五
五
)

親
從
昌其
受
法
一。
敷
講
見
昌其
混
撃

。
時
遺
敷
言
。
我
所
化
人
衆
歎
甚
多
。
入
道
之
徒
具
有
¶毛

百
一。
富
若
羅

所

訓

爲
昌敷
師
隅者
十
五
六
人
。
如
今
於
轟西
域
中
u熾
盛
敷
化
。
受
學
者
衆
。
曇
摩
羅
從
晶天
竺
一來
。
以
昌是
法
要
一傳
與
邑婆
陀

羅
一。
婆
陀
羅
與
昌佛
陀
斯
那
一。
佛
陀
斯
那
懇
呂此
務
丹
無
眞

習
可
"師
。
故
傳
庇

法
本
u流
昌至
東
州
一。

(『大
正
藏
経
』
第

五
十
五
巻

六
六
了
)

こ
の
『
修
行
地
不
浮
観
経
序
」
は
『
出
三
藏
記
集
』
第
九
に
載

つ
て
居

る
も
の
で
、
佛
駄
蹟
陀
羅
所
課
の

『
達
磨
多
羅

灘
経
』

の
序

に
當

つ
て
居

る
。
作
者
ば
慧
観
法
師

(註
二
)
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
盧
山
の
慧
遠
法
師
の
弟

子

で
、
あ

っ

て
、
ま
托
佛
駄
蹟
陀
羅

に
就

て
學

ん
だ
人

で
あ
る
か
ら
、

こ
の
序
丈
は
慧
観
法
師

の
作
で
あ
つ
て
も
、
そ
れ
に
は
佛

駄
蹟
陀
羅
か
ら
聞

い
セ
こ
ご
が
記
録
せ
ら
れ

て
居
ら
う
ざ
云

ふ
意
味

で
、

こ
の
序
文
は
最
も
有
力
な

る
も
の
ε
云
は

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、

い
ま
此
の
序
文

に
就
て
考
察
す

る
な
ら
ば
、
先
づ
尉
賓
國

に
富
若
密
羅
が
あ
り
、
そ

の
弟
子

に

は
富
若
羅
が
あ
つ
て
、
共
に
第

一
敷
首

こ
な
り
、
大

に
醐
賓
國
を
敷
化
せ
ら
れ
花
の
で
あ
る
。
富
若
羅
の
後
に
は
、

曇
摩
多
羅
菩
薩

ご
佛
陀
斯
那
こ
の
二
人
が
出
て
、
共

に
法
門
を
弘
通
し
π

ざ
云
は
れ
、
中

に
も
佛
陀
斯
那
は
第
三
訓

首

ご
な
つ
て
、
入
道

の
弟
子
が
七
百
の
多

き
に
及
ん
だ

ビ
云

ふ
て
居

る
。
而
し
て
曇
摩
多
羅
菩
薩
は
第

二
の
敷
首

こ

も
見
ら
る
、
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
が
繹
宗

の
初
租
達
磨
大
師

に
當

り
、
佛
陀
斯
那
は
佛
大
先

の
こ
ε
で
あ

つ
て
、

こ

の
二
人

が
共

に
富

若
羅
の
弟
子

ご
云

ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
富
若
密
羅
は
不
如
密
多
尊
者

に
當

る
ご
云
は
な
け
れ
ば
な

ら

組
、

こ
の
こ
ぜ
は
明
敷
大
師
も
『
傳
法
正
宗
論
」
に
明

か
に
註
羅
　を
加

へ
ら
れ

て
居
る
の
で
あ
る
。
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若
慧
観
所
謂
富
若
密
多
者
。
亦
吾
正
宗
之
二
十
六
祀
也
。
灰
謂
富
若
羅
者
。
亦
吾
正
宗
之
二
十
七
租
也
。
所
謂
曇

摩
多
羅
菩
薩
者
。
亦
吾
正
宗
之
二
十
入
租
也
。
所
謂
佛
陀
斯
那
者
。
帥
菩
提
達
磨
同
業
之
佛
大
先
者
也
。
(『大
正
藏

経
』
儀
謝五
十
一
巷
七
七
山ハ
一」
)

而
し

て
曇
摩
多
羅
菩
薩

が
天
竺
よ
り
來

つ
て
、
そ
の
法
要
を
婆
陀
羅

に
傳

へ
、
婆
陀
羅
が
佛
陀
斯
那

に
與

へ
、
佛
陀

斯
那

が
此

の
旋
丹
即
ち
支
那

に
眞

に
習

ふ
て
師

こ
す

べ
き
人
が
な

い
ε
云
ふ
の
を
慰
ん
で
い

こ
の
法
本
を
束
州
に
流

傳

し
泥
ε
申

し
て
居

る
か
ら
、

こ
の
記
事

よ
り
考

へ
て
見

る
ご
、
佛
大
先
は
達
磨
大
師

の
孫
弟
子

に
當

つ
て
居
る
や

う
に
思
は
れ
る
が
、
こ
れ
は
ど

う
も
信
す

る
こ
ご
が
出
來

ぬ
。
恐
ら
く
は
誤
爲
し
π
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
即
ち

「
婆
陀
羅
與
蕊佛
陀
斯
那
一。
佛
陀
斯
那
。
」

の
九
字
を
除
く

べ
き
か
、
或
は
後
の
佛
陀
斯
那

の
四
字
の
み
を
除

い
て
、
婆

陀
羅

ぎ
佛
陀
斯
那

ざ
が
支
那

に
師
な
き
を
慰

ん
だ

ざ
見

る
べ
き
か
、
何
れ
に
し
て
も
、

こ
の
文
は
こ
の
儘
に
護

む
謬

に
行

か
の
も
の
ε
思

ふ
。
(註
三
)而

し
て
婆
陀
羅
は
佛
駄
婆
陀
羅

の
略
で
あ
つ
て
、
串
す
ま
で
も
な
く
『
不
浮
観
経
』
を

翻
謬
し
π
人
に
當

つ
て
居

る
。

=
剛

こ
の
慧
観

の
「
不
浮
観
纒
序
」
に
樹
し

て
、
そ
の
本
文
だ
る
『
不
浮
観
経
」
を

一
考
し
て
見

る
に
、

こ
の
『
不
浮
観
経
」

ε
云
ふ
も
の
は
佛
駄
蹟
陀
羅

の
翻
繹
し
紀

『
達
磨
多
羅
暉
経
」
に
當

つ
て
居

る
の
で
、
そ
の
翻
諜
せ
ら
れ
π
當

時

に

は
、

か
く
呼
ん
で
居
π
も

の
で
あ
ら
う
。
そ
れ
は
「
出
三
藏
記
集
』
に
出

て
居

る
慧
逡

の
序
文

に
も

「
盧
山
出
修
行
方

暉
宗
の
立
麗
相
承
に
就
て
(三
)

(五
六
)

5
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輝
宗
の
立
憩
相
承
に
就
て
(三
)

(五
七
)

便
暉
経
序
」

ε
あ
り
、
ま
陀
『
同
書
」
第
二
憲
の
纒
目
に
も
、

灘
経
修
行
方
便

二
憲
。

一
名
庚
伽
遮
羅
俘
迷
。
鐸
言
修
行
遣
地
。

一
名

不
浮
観
経
。
凡
有
昌十

七

品
一。

(『大
正
藏
輕
』

第
五
十
五
巻
一
一
丁
)

ε
云
は
れ
て
居
る
か
ら
、
初
め
は
『
達
磨
多
羅
繹
経
』
ご
云

ふ
て
は
居
な
か
つ
元
も
の
で
あ
ら
う
。
或
は

『
厘
山
出
修

行
方
便
灘
経
」
こ
か
、
『
藤
経
修
行
方
便
」
ε
か
、
『
修
行
道
地
」
『
不
浮
観
経
」
こ
か
、
或

は
梵
音
の
『
痩
伽
遮
羅
浮
迷
」

ご
か
呼
ば
れ

て
居
π
も
の
で
あ
ら
う
。
而
し
て
晴
代
法
経
等

の
撰
述
せ

る
『
衆
経
目
録
」
第
六
に
も
、
「
繹
経
修
行
方

便

二
憲
。

一
名
不
浮
観
。
晋

世
佛
陀
蹟
陀
羅
課
。
」

(『大
正
藏
縄
』
第
五
+
五
巻
一
四
四
丁
)
ご
云
ふ
て
居
π
も
の
が
、
同

じ

く
階
代

の
彦
擦
が
撰
述
せ
る
『
衆
経
目
録
」
第

一
に
は
、
明

か
に
「
達
磨
多
羅
輝
纒
二
霧
。
後
秦

世
佛
陀
践
陀
羅
課
。
」

(『大
正
藏
経
』第
五
+
五
巻
一
五
四
丁
)
ざ
云
ひ
、
そ
れ

よ
り
已
後

の
唐
代
に
撰
述

せ
る
静
泰

の
『
衆
経
目
録
」
第

一
、
道
宣

の

『
大
唐
内
典
録
」
第
三
等
、
み
な
「
達
磨
多
羅
灘
経
』
ご
出

て
居

る
か
ら
、
先
づ

こ
の
階
朝
の
時
代
か
ら
始

め
て
今

の
や

う
な
題
目
を
呼
ぷ
や
う
に
な

つ
π
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
ざ
思
ふ
。

こ
の
『
達
磨
多
羅
繹
脛
」
の
最
初
の
本
文
を

一
讃

し
て
見

る
ご
、
九
人
の
相
承
が
出

て
居

る
。

こ
れ
は
前
に
も
引
文

し
π
こ
ご
が
あ
る
が
、
「
佛
滅
度
後
。
奪
者
大
迦
葉
。
奪
者

阿
難
陀
。
奪
者
末
田
地
。
愈
者
舎
那
婆
斯
。
奪
者

優

婆

嘱
。
奪
者
婆
須
密
。
奪
者
僧
伽
羅
叉
。
奪
者
達
磨
多
羅
。
乃
至
奪
者
不
若
密
多
羅
。
諸
持
法
者
。

以
昌此
恵
燈
一家

第

傳
授
。
我
今
如
蕩其
所
聞
麟而
説
晶其
義
一。
」
(『大
正
藏
輕
』
第
+
五
巻
三
〇
一
丁
)

ご
云

へ
る
に
就

て
、
明
敷
大
師

は
甚
だ

苦
し
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い
説
明
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、

こ
れ
に
封
し
て
大

に
辮
明
を
努
め
て
居
ら
る
、
や
う

に
思

ふ
。
先

づ
奪
者
含
那
婆
斯

を
第
三
租
商
那
和
修
奪
者
こ
な
し
、
奪
者
優
波
蠣
を
第
四
租
優
婆
掬
多
奪
者

ご
な
し
、
奪
者
樗
伽
羅
叉
を
師
子
奪
者

傍
出
の
僑
伽
羅
叉

(註
四
)
に
當

る
ご
云
ひ
、
奪
者
蓬
磨
多
羅
を
婆
羅
多
羅

の
傳
寓

の
誤

り
ざ
な
し
、
第

二
十
五
租
婆

含
斯
多
奪
者
に
當

る
ざ
云
ひ
、
曾
者
不
若
密
多
羅
を
第

二
十
七
組
般
若
多
羅
奪
者

ご
云

ふ
や
う
に
説
明
を
加

へ
、
二

十
入
租
の
中
の
初

め
ざ
絡
り
ざ
を
畢
げ
、
そ

の
中
間
を
略
す
る
も

の
が
『
達
磨
多
羅
繹
経
」
の
諸
租
名

で
あ
る
ざ
結
ん

で
居
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

こ
れ

に
就

て
私
は
深

く
考

へ
て
見

る
ざ
、
ど
う
も
造
理

に
合
は
ぬ
貼

が
あ
る
ε
思
ふ
。

そ

れ

は

飛

び

λ
＼

に
示
し
π
り
、
或
は
傍
出

の
入
を
畢
げ
π
り
し
だ
も

の
な
ら
ば
、
付
法
相
承

の
次
第
ご
は
思

へ
な

い

の

で

あ

る
。

も
し
中
間
を
略
す

る
な
ら
ば
、
乃
至
の
二
字
で
も
加

へ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
本
文
中

の
乃
至
は
、
明
敷
大
師
の

説

に
從

へ
ば
不
如
密
多
奪
者

一
人
を
略

し
て
居

る
も
の
、
や
う

に
思
は
れ
る
が
、

こ
れ
も
達
磨
多
羅
を
婆
羅
多
羅
の

誤
う
ご
な
し
、
不
如
密
多
羅
を
般
若
多
羅

ざ
し
て
の
上
の
話

で
あ
る
。
元
家

が
此
の
二
人
に
就

て
は
、
明
敷
大
師
の

説
は
最
も
無
理
の
鮎

が
あ
る
や
う
に
思
ふ
、
何

ご
な
れ
ば
達
磨
多
羅
を
以
て
婆
羅
多
羅

の
誤
り
ε
な
し
、
第

二
十
五

祀
婆
舎
斯
多
奪
者

に
當
る
ざ
云
ふ
て
居

る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前

に
出

て
居

る
僧
伽
羅
叉

は
師
子
奪
者

の
弟
子

の
達

磨
達
比
丘

の
法
孫
に
當

つ
て
居
る
こ
す
れ
ば
、
達
磨
達
比
丘
同
門
の
婆
羅
多
羅
を
後
に
列
す

る
巴
云
ふ

道

理

は

な

い
◎
ま
だ
不
如
密
多
羅
は
般
若
多
羅
で
は
な
く
し
て
不
如
密
多

に
當

り
、
第

二
十
六
祀
に
敷

へ
ね
ば
な
ら
漁
の
で
あ

潤
紬
添
の
立
祀
相
承
に
就
て
(三
)

(五
八
)
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輝
宗
の
立
胆
相
承
に
就
て
(三
)

(五
九
)

る
。
不
如

ご
般
若

ε
は
梵
語
の
上
で
も
別
音

で
あ
つ
て
、
決
し
て
混
同
し
て
は
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。

(註
五
)

か
く
の
如
く
、
明
敷
大
師
の
説

に
は
道
理
に
合
は

漁
黙
が
あ
つ
て
、
ど
う
も
信
す

る
こ
ご
が
出

來

ぬ
。
今

更

に

『
達
磨
多
羅
縄
経
」
の
諸
祀
名

ご
、
慧
観

の
『
不
浮
観
経
序
』
ざ
を
蓮
絡
し
て
考

へ
て
見

る
ざ
、
『
序
」
の
富
若
密
羅
は
、

素

よ
り
『
藤
経
』
の
不
如
密
多
羅

に
當

る
ご
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、
不
如
密
多
羅

の
前

に
列
す

る
『
照
経
』
の
達
磨

多
羅
は
達
磨
大
師

で
は
な
く
し
て
、
不
如
密
多
奪
者
已
前
の
達
磨
多
羅

ざ
見
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
故

に
達
磨
大
師

ご

は
全
然
別
人
で
あ

つ
て
、
ま
陀
『
達
磨
多
羅
藤
経
」
を
製
作
し
π
達
磨
多
羅

で
も
な

い
や
う

に
思
は
れ
る
。

,ま
π
或

る

一
方
面
か
ら
の
観
察

で
は
あ

る
が
、
天
台

の
傳
敷
大
師

の
『
内
謹
佛
法
相
承
血
賑
譜
」
の
如
く
、
師
子
尊

者
已
後

の
法
系
を
、
舎
那
婆
新
、
婆
須
密
、
信
伽
羅
叉
、
優
婆
蠣
、
菩
提
達
磨

ご
取

る
な
ら
ば
、

こ
の
「
灘
経
」
の
諸

組
名

に
も
大

に
通
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
前

に
も

一
言
し

紀
の
で
あ
る
が
、
『
藤
纒
』
の
諸
租
名

に
は
優
婆
蠣
が
舎

那
婆
斯

の
次

に
畢
げ
ら
れ

て
居

る
の
で
、

こ
の
鮎

が
相
違

し
て
居

る
け
れ
ど
も
、

こ
れ
は
何
か
の
誤
爲
で
は
な
か
ら

う
か
ご
思
は
れ

る
。

こ
れ
を
『
暦
代
法
寳
記
』
こ
か
『
圓
畳
経
大
疏

鋤
」
ざ
か

(註
六
)
に
依

つ
て
考

へ
て
見

る
ご
、
そ
の

付
法
相
承

が
『
暉
経
』
の
諸
祀
名

に
艮
く
似

て
居

る
。
即
ち
師
子
比
丘
、
舎
那
婆
斯
、
優
婆
蠣
、
須
婆
密
多
、
信
伽
羅

叉
、
菩
提
達
磨
多
羅

ざ
云

ふ
や
う
に
列
名

さ
れ
て
居
る
が
、
『
輝

経
』
に
は
術
ほ

「
乃
至
不
如
密
多
羅
」
ご
云

ふ
て
居

る
。

こ
れ

に
就

て
は
如
何
や
う
に
説
明
す

る
も
の
か
、
試
み

に
『
暦
代
法
寳
記
』
の
達
磨
章

に
於

て
、

西
國
弟
子
般
若
密
多
羅
。
唐
國

三
人
。
道
育
。
尼
総
持
等
。
唯
恵
可
承
表

得
ツ法
。

(『大
正
藏
輕
』
第
五
+
一
巷
一
入
一
丁
〉
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ご
あ
る
か
ら
、
正
し
く
『
暦
代
法
寳
記
」
の
菩
提
達
磨
多
羅

は
照
宗

の
初
租

π
る
達
磨
大
師

に
當
り
、

こ
れ
よ
り
推
し

て
『
灘
脛
」
の
蓬
磨
多
羅
も
達
磨
大
師
で
あ

る
ご
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
蓬
磨
大
師

の
弟
子
の
中
に
般
若
密
多

羅
(
こ
れ
を
不
如
密
多
羅

に
當

る
こ
し
て
)
等
が
あ

つ
だ
も
の
ε
見

て
も
良

い
の
で
あ
る
。
而

し
て
『
藤
経
」
は
達
磨
大

師
の
製
作
す
る
こ
こ
ろ
ビ
云

へ
ば
、
そ
の
弟
子
の
こ
ε
ま
で
書
き
上
ぐ

る
の
は
道
理
に
合
は

ぬ
や
う
に
も
思
は
れ

る

が
、

こ
れ
も
自
勢

の
法
を
傳

へ
た
も
の
で
、
そ
れ
が
世
聞
に
弘

め
て
居

る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
加

へ
π
も

の
ご
見
て

も
良

い
。
或
は
課
者
の
佛
陀
践
陀
羅
が
加

へ
把
ざ
見

て
も
良
い
の
で
あ

る
。
何
れ

に
し
て
も
是
れ
は
『
灘

経
』
の
諸
租

名

ご
『
暦
代
法
寳
記
」
等

の
記
事

ε
が
良
く
符
合
す

る
の
で
、
そ
れ
に
依

つ
て
或

一
方
面
の
観
察
を
述

べ
陀
ご
云
ふ
に

過
ぎ
澱
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
是
れ
は

哨
往

の
観
察

で
あ
つ
て
、
再
往
よ
く
観
察
し

て
見

る
ご
、
ま
π
其
腱

に
誤
謬

の
黙
を
見
出
す

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
舎
那
婆
斯
、
優
婆
蠣
を
以
て
師
子
曾
者
已
後
の
入
ε
云
ふ
の
で
あ
る
が
、

こ
れ

は
ど
う
も
信
す

る
こ
芒
が
出
來
な
い
の
で
あ
る
。
帥
ち

『
灘
纒
」
の
初

め
に
載
せ
て
居

る

『
序
」
に
依

つ
て
考

へ
て
見

る
ざ
、

阿
難
傳
轟其
共
行
弟
子
末
田
地
一。
末
田
地
傳
昌舎
那
婆
夢

。
此
三
癒
眞
。
威
乗
並至
願
一。
冥
契
彦干
昔
一。

(『大
正
藏
輕
』
第

十
五
巻

三
〇

一
丁
)

ざ
云
ひ
、
「
其
後
有
優

波
蝸
㌔

弱
而
超
悟
。
」
ご
云
ふ
て
居

る
の
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
『
序
』
は

『
出
三
藏
記
集
』
第

九
に
も
出
て
居

て
、
顯
目
は
『
庵
山
出
修
行
方
便
灘
維
統
序
」
ご
云
ひ
、
作
者
は
輝
慧
遽
ご
出
て
居

る
。
帥
ち
厘
山
の

輝
宗
の
立
祀
相
承
に
就
て
(三
)

(六
〇
)

9



輝
宗
の
立
祀
相
承
に
槻
て
(三
)

(六
一
)

慧
遠

(註
七
)
の
作

で
あ

つ
て
、
『
藤
維
』
の
課
者
π
る
佛
駄
践
陀
羅
を
盧
山
に
招
き
、
こ
の
『
灘
経
」
を
翻
課

せ
し

め
セ

人
で
、
そ
の
『
序
」
の
記
事
は
、
ま
だ
佛
駄
蹟
陀
羅

に
聞

い
π

こ
ご
を
本
に
し

て
書

い
て
居

る
の
で
あ
ら
う
か
ら
、
大

に
有
力
な
も
の
ε
し
て
取
扱
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
故

に
此
の
『
序
』
に
依

つ
て
考

へ
て
見

る
ご
、

阿
難
、
末
田
地
、
含
那

婆
斯
、
優
波
嘱
等
は
、
み
な
次
第
相
承

の
祀
師

で
あ
つ
て
、
阿
難
、
末
田
地
、
商
那
和
修
、
優
婆
掬
多
等

に
當

る
ざ

見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、
『
灘
経
』
の
諸
租
名
を
以
て
、
そ
の
ま

、
を
踏
襲

し
て
居

る
『
暦
代
法
寳
記
」
等
の
二
十
八

租
名

は
信
用
す
る
こ
ざ
が
出
來
な

い
も

の
ご
思
ふ
の
で
あ
る
。

四

然

ら
ば
師
子
愈
者
已
後
の
四
師
は
如
何

や
う
に
説
明
し
だ
な
ら
ば
良

い
の
で
あ
ら
う
か
、
明
敷
大
師

の
立
謹
せ
ら

る
、
本
擦
は
、
前

の
『
傳
法
正
宗
論
」
に
依

つ
て
示

せ
る
如
く
、
『
薩
婆
多
部
律
目
録
」
ざ
『
達
磨
多
羅
藤
経
」
ご

『
修
行

地
不
浮
観
纒
序
』

こ
の
三
者
で
あ

つ
て
、
今
そ

の
記
事
を
比
較

劃
照
し
て
見
る
ご
、
左
の
如
き
圖
表
を
得

る
こ
ご
が

幽
來

る
ざ
思

ふ
。

第
二
十
五
謝胆

第
二
十
六
謝胆

第
二
十
七
鞘胆

第
二
十
入
謝胆

の

9

D

勿

諺

ら

る

ら

ら

　

く

　

く

く

く

『
目
録
』

婆
羅
多
羅
i
ー
弗
若
密
多
ー

不
若
多
羅
-

佛

駄

先
-

達
磨
多
羅

(婆
舎
斯
多
)

(
不
如
密
多
)

(般
若
多
羅
》

(佛

大

先
)

(菩
提
建
磨
)

.繹
経
、

講

雛

3

不
襲

コ

不
露

韓

[(佛
大
先
)

(達
懇

灘
⊥

佛
駄
蹟
陀
羅
)
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.
序
、

演
蕪

コ
富
撃
鞭

礁

赫

曇
酵

響

婆
(灘
鋲

已
上
の
圖
表
の
中

に
於
て
、
『
薩
婆
多
部
律
目
録
』
は
婆
羅
多
羅

ご
弗
若
密
多
羅
漢

ご
を
顛
倒
し
て
列
記
さ
れ
て
居

る
。
ま
π
『
輝
経
』
の
達
磨
多
羅
を
以
て
婆
羅
多
羅
の
誤
爲

こ
な
し
、
第
二
十
五
租
婆
含
斯
多
奪
者
ご
見

る
の
で
、

こ

の
こ
こ
ろ
少
し
く
無
理
の
貼

が
あ
る
。
若

し
夫
れ
無
理
の
黙
を
云

へ
ば
、
『
薩
婆
多
部
律
目
録
」
は
小
乗
有
部
律

の
相

承
で
あ
つ
て
、
灘
宗
の
相
承

ご
見

る
の
は
大
な

る
無
理

ご
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
故

に
先
づ
此

の
三
者
の
中

に
於

て
最
も
有
力
な
も

の
は
『
藤
経
」
ご
『
序
」
ビ
の
記
事
で
あ

つ
て
、

こ
の
二
者

の
關
係

に
就

て
更

に
深
く
研
究
す

る
こ
ご

に
せ
や
う
。

先
づ
明
敷
大
師

の
説
を
離
れ

て
薗
由
な
立
場
か
ら
論
じ
て
見

る
ピ
、
『
序
』
の
最
初

に
出

て
居

る
富
若
密
羅
は

『
灘

経
』

の
最
後
に
出
て
居

る
不
如
密
多
羅
に
當

る
ざ
云
ふ
ら
ご
は
前
既
に
述

べ
π
通
り
で
あ
る
。
帥
ち
『
傳
法
正
宗
論
』

に
云

ふ
が
如
く
富
若
密
羅
は
第

二
十
六
窟
不
如
密
多
奪
者
で
あ

る
け
れ
ど
も
、
不
若
密
多
羅
は
前
述
の
如
く
般
若
多

羅
で
は
な
く
、
不
如
密
多

に
當

る
ご
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
函
。
而

し
て
『
麗
経
」
の
達
磨
多
羅

の
述
作
で
あ

る
ε
す
れ

ば
、
不
如
密
多
羅

の
次

に
達
磨
多
羅
が
あ
る
課
で
、
こ
の
達
磨
多
羅
は
『
灘
経
』
の
諸
租
名

の

「
達
磨
多
羅
乃
至
不
如

密
多
羅
」
の
中

の
達
磨
多
羅

ご
は
全
然
別
人
ざ
云
は
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
ま
π
『
序
」
に
依

つ
て
見

る
ざ
、
『
灘
経
』
の

不
如
密
多
羅

ご
作
者
の
達
磨
多
羅

ざ
の
中

間
に
富
若
羅
な

る
人
を
加

へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、

こ
れ
は
恐
ら
く
作
者

騨
宗
の
立
魍
相
承
に
就
て
(
三
)

(六
二
)

II



輝
宗
の
立
麗
相
承
に
獣
て
(三
)

(六
三
)

の
達
磨
多
羅
は
、
初

め
不
如
密
多
羅

に
就

て
學

び
、
後
に
は
兄
弟
子

の
富
若
羅

に
就

て
付
法
し
た
の
か
も
知
れ

漁
の

で
、
『
灘
経
」
に
は
略
し
、
『
序
』
に
は
委
し
く
富
若
羅
を
も
加

へ
陀
も
の
で
あ
ら
う
ε
見

る
の
で
あ

る
。

か
く
云

へ
ば
、

剛
往
は
『
藤
経
」
ご
『
序
」
こ
の
記
事

に
於

て
會
逼
す

る
こ
ご
が
出
來
る
が
、

し
か
し
更
に
問
題
は
深

く
立
ち
入
つ
て
、
『
灘
経
』
な
る
も
の
は
果
し
て
達
磨
多
羅

の
述
作

で
あ
ら
う
か
、
而
か
も
其

の
達
磨
多
羅
が
照
宗

の

初
祀
た

る
達
磨
大
師

に
當

る
で
あ
ら
う
か
ε
云
ふ
こ
ご
を
研
究

せ
な
け
れ
ば
な
ら
訟
。
先

づ
「
灘
経
」
の
内
容

か
ら
観

察

し
て
見
る
ご
、
前

に
も

一
言
せ
る
如
く
『
繹
経
」
の
全
交
は
鑑

く
が
小
乗

の
観
法
を
明
し
て
居

る
の
で
、
最
初
に
敷

息
観
を
述

べ
、

こ
れ

に
勝
蓮

ご
方
便
遁

こ
の
二
大
段
を
分
ち
、
更
に
こ
の
二
道

に
於

て
各

々
退
録
、
佳
分
、
昇
進
労
、

決
定
分
の
四
義
を
開
き
、
観
界
、
四
無
量
三
昧
、
観
陰
、
観
入
、
観
十

二
因
縁
等
を
明

さ
れ

て
居

る
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
就
て
疑
問

こ
な

る
の
は
『
藤
経
」
の
前
に
載

せ
て
居
る
慧
逡

の
『
序
」
の
記
事
で
あ
る
。

こ
れ
は
前
に
も

=
爵
せ

る
如
く
有
力
な
も
の
で
あ

つ
て
輕

々
に
見
る
こ
ご
の
出
來
な

い
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中

に
左

の
如
き
記
事
が
出
て

居

る
。

今

之
所
ツ課
。
出
シ自
固達
磨
多
羅
與
昌佛
大
先
一。
其
人
西
域
之
俊
。

藤
訓
之
宗
。

披
畳集
経
暮

。
勘
温登
大
乗
一。
弘
p数

不
γ同
。

故
有
墨詳
略
之
異
顔。
達
磨
多
羅
閨

象

篇
於
同
道
一。
園
二

色
一爲
昌恒
沙

。
明
起

不
昌以
生
一滅
不
叩以
審
魂。
錐
昌

往
復
無
.際
。
而
未
蕊始
出
盈於
如
一。
故

日
。
色
不
塵離
.如
。
如
不
ツ離
p色
。
色

則
是
如
。
如
則
是
色
。
佛
大
先
以
爲
。

澄
.源
引
シ流
。
固
算

有
'漸
。
是

以
始
自
自二
道
u開
昌甘
露
門
層。
繹
蛤四
義
一以
返
'迷
。
啓
唱蹄
塗

以
領
會
。
舜
昌別
陰
界
一。



導
…以
晶正
桶観
ずo
暢
一散
昌縁
起
一〇
{便
昌傷
隅劣
自
辮
冨。
(『
大
正
藏
経
』第
十
五
巷
三
〇
一
丁
)

そ
こ
で
、
前

に
云

へ
る
『
灘
経
』
の
内
容
か
ら
観
察
し
て
見

る
ご
、
明

か
に
『
輝
維
』
は
達
磨
多
羅

の
『
輝
経
』
で
は
な

く
し
て
、
佛
大
先

の
『
繹
経
」
ε
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

(註
八
)
郎
ち
達
磨
多
羅
の
藤
観
は
頓
観

で

あ

つ

て
、
般
若
大
乗

の
思
想

に
良
く
似

て
居
る
の
で
あ
る
が
、
佛
大
先

の
灘
観
は
漸
観
で
あ
つ
て
、
そ

の
内
容
は
『
暉
経
』

の
内
容
そ

の
も
の
に
當

つ
て
居

る
の
で
、
「
始
自

三

蓮

開
昌甘
露
閨

繹
酋四
義
ゼ以
反
レ迷
。
云
云
。
」

の
記
事
は
、
良
く

『
藤
経
」
の
内
容
を
示

し
π
も

の
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
は
佛
大
先
の
『
麗
維
」
ご
云
は
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
の
で
あ
る
。
然

る
に
、
何
故

に
『
佛
大
先
繹
経
』
ご
云
は
す
し
て
、
『
達
磨
多
羅
灘
経
」
ご
云
ふ
π
も
の
で
あ
る
か
ご
云

ふ
に
、
そ
れ
は

『
序
」
に
も
出

て
居

る
如
く
、
「今

之
所
レ課
。
出
'自
三達
磨
多
羅
輿
邑佛
大
先
一。
」

ざ
あ
る
か
射
、
初

め
は
『
達
磨
多
羅
佛

大
先
縄
経
』

ざ
呼
ん
で
居
彪
も
の
で
あ
ら
う
が
、
そ
れ

が
鯨
り
に
長

い
ご
云
ふ
の
で
、
絡

に
『
達
磨
多
羅
輝
経
』
ざ
の

み
云
ふ
や
う
に
な
つ
沈
も
の
か
。
ま
セ
或

一
方
面

の
観
察

か
ら
云

へ
ば
、
達
磨
多
羅
も
佛
大
先
も
災

に

「
繹
経
』

の

「
達
磨
多
羅
乃
至
不
如
密
多
羅
」
の
中
の
初

め
の
達
磨
多
羅

の
系
統
に
囑
す

る
か
ら
、
そ
の
人
の
名
を
取

つ
て

『
達
磨

多
羅
灘
経
」

ご
云

ふ
π
も
の
で
あ
ら
う
か
。
更
に
ま
飽
或

一
方
面
か
ら
観
察
し
て
見
る
ご
、
達
磨
多
羅
も
佛
大
先

も

共
に
「
西
域
之
俊
。
輝
訓
之
宗
。
披
二集
経
要
一。
渤
鵠登
大
乗
一。
」

ε
あ
る
か
ら
、

そ
の
宗

こ
す

る
巴
こ
ろ
は
深
遠
な

る

大
乗

の
灘
観
の
人
で
あ

つ
π
ら
う
が
、
し

か
し
「
弘
7敷
不
シ同
。
故
有
轟詳
略
之
異
一。
」

ε
云

ふ
て
、
そ

の
爲
人
度
生

の

方
便
門

に
出
て
は
、
蓬
磨
多
羅
は
頓

に
し
て
略
、
佛
大
先
は
漸

に
し

て
詳
で
あ
つ
π
ら
う
ご
思
は
れ
る
。
而
も

「
佛

輝
宗
の
立
瓶
相
承
に
就
て
(三
)

(六
四
)
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輝
宗
の
立
祀
相
承
に
就
て
(三
)

(六
五
)

大
先
以
爲
。
澄
y源
引
レ流
。
固
宜
"有
レ漸
。
」
ご
あ
る
か
ら
、
佛
大
先
は
達
磨
多
羅

の
高
遽
な
る
灘
観

に
達
す

る
に
は
、

固

よ
り
漸

観
を
示

さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ご
云
ふ
て
、
此
虜

に
二
溢
四
義
等

の
淺
門
を
開

い
セ
も
の
で
あ
ら
う
ビ
も
見

ら
る
、
。
即
ち
佛
大
先
は
前

に
も

一
言
せ
る
如
く
達
磨
多
羅

ご
同
門

で
あ
る
が
爲
め
に
、
そ
の
高
遠
な
る
藤
観
を
傳

へ
る
の
に
季
易
な
淺
近
の
門
を
弘
め
て
徒
衆
を
集

め
起
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
、
に
達
磨
多
羅
の
高
逡
な
部
分
は
説

か

す
し
て
、
紀

い
淺
近
な
佛
大
先

の
灘
観
の
み
を
記
し
仁
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
ε
信
す

る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
こ

れ
等
の
理
由

に
依

つ
て
、
『
蓬
磨
多
羅
藤
経
』
ざ
命
名

さ
れ
覚
も

の
で
、
翻
課
當
時
に
は
こ
の
題
目
が
あ
つ
陀
課
で
は

な

い
。
後

に
な

つ
て
、

こ
の
題
目
に
愛

つ
だ
こ
ご
は
前
既

に
述

べ
だ
通

り
で
あ
る
が
、
兎

に
角
、

こ
の

『
蓬
磨
多
羅

藤
経
』

の
作
者
は
達
磨
多
羅

ご
佛
大
先

ご
で
あ
る
ご
云
ふ
こ
ご
、
、
題
目
は
達
磨
多
羅
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
佛

大
先

の
『
藤
経
」
に
當

つ
て
居
る
ご
云
ふ
こ
ざ
だ
け
は
箏
は
れ
ぬ
事
實
で
あ
る
ご
思
ふ
。

五

さ
て
問
題
は
『
達
磨
多
羅
灘
経
』
の
作
者

ご
云
は
れ
て
居

る
達
磨

多
羅
は
、
果
し
て
繹
宗

の
初
祀
陀
る
達
磨
大
師

に

當

る
で
あ
ら
う
か
。

こ
れ
を
研
究
す

る
に
は
先
づ
灘
宗

の
初
組
π
る
蓬
磨
大
師
は
如
何
な

る
人
で
あ
つ
だ
か
、
大
燈

に
於
け
る
族
姓
、
行
状
、
思
想

か
ら
観
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ

る
が
、
し
か
し
こ
の
問

題
は
別
個

に
研
究
す

べ
き
も
の
で
、
容
易

に
剃
断

を
下
す

こ
ε
が
出
來
な

い
の
で
あ
る
。
故

に
今
は
大
禮

に
於
け
る
観
察
を
述

べ
る
こ
ご

に
せ
や
う
。
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達
磨
大
師

の
傳
記

ど
し
て
最
も
古

い
も

の
は
、
『
績
高
信
傳
』
窓
第
十
六
の
記
事

で
あ
る
。

こ
れ
は
大
唐
西
明
寺
沙

門
騨
道
宣

の
撰
し
π
も
の
で
、
そ
の
牧
載
す

る
こ
こ
ろ
は
、
唐

の
貞
観
十
九
年
(皇
紀

=
二
〇
五
)
に
絡

つ
て
居

る
の

で
、
達
磨
大
師
を
去

る
こ
ざ

　
百
十
七
年
後

の
記
録
で
あ
る
。

菩
提
達
摩
。
南
天
竺
婆
羅
門
種
。
神
慧
疎
朗
。
聞
皆
曉
悟
。
志
存
魁大
乗
舶。
冥
鵡心
虚
寂
騨。
通
.微
徹
勘歎
。

定
學
高
レ

之
。
悲
昌此
邊
隈

。
以
シ法
相
遵
。
初
達
邑宋
境
南
越
一。
末
ヌ
北
度
至
.魏
。
随
昌其
所
ソ止
講
以
昌灘
敷
μ。
テ

時
合
國

盛

弘
轟講
授
"。
乍
聞
昌定
法
一多
生
昌識
誘
一。
有
昌道
育
慧
可
一。
此
二
沙
門
。

年
錐
シ在
ひ後
而
説
昌志
高
遽
一。

初
逢
昌法
將
騨。

知
昌道
有
つ蹄
。
尋
親
事
'之
経
昌四
五
載
一。
給
供
諮
接
。
戚
昌其
精
誠
…一講
以
轟眞
法
髄。
如
シ是
安
心
謂
昌壁
鶴
一也
。
如
'是
嚢

行
謂
西

法
騨也
。
…
…
…
(
ご
種
入
四
行
魏
を
説
く
)
…
…
…

摩

以
昌此
注
一開
澱化
魏
土
りQ
識
.眞
之
士
從
奉
蹄
悟
◎
録
轟其
言

語
一憲
流
尊予
世

。
自
言
年

一
百
五
十
鯨
歳
。
游
化
爲
レ務
。
不
シ測
昌子
終
鰍。

(『大
正
藏
輕
」第
五
+
巻
五
五
一
丁
)

極
め
て
簡
軍
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
灘
宗

の
初
祀
達
磨
大
師

の
傳
記
は
こ
れ

に
依
つ
て
窺

ふ
こ
ご
が
幽
來

る
ざ
思

ふ
。
南
天
竺
の
婆
羅
門
種
で
あ
つ
て
隔
始

め
南
越

に
來
り
、
後
ち
北
魏
に
至

つ
π
も
の
で
、
弟
子

に
は
道
育

ご
慧
可

ご
の
二
人

が
め
り
、
年
齢
は
薗

ら

一
百
五
十
歳

ε
云
は
れ
、

そ
の
終

る
ε
こ
ろ
を
知
ら
な

か
つ
た

こ
云
ふ
こ
ご
、
が

其
の
大
要

の
傳
記
で
あ
る
。
而
し
て
其

の
思
想
は

二
種
入
四
行
観
で
あ

つ
て
、
そ
の
大
要
を
『
績
高
僧
傳
』
に
畢
げ
て

居
る
が
、
要
す

る
に
、
『
少
室
六
門
集
」
の
中

に
牧

め
ら
れ
て
居
る
も
の
こ
同

じ
こ
ご
で
あ
る
。
素

よ
b

『
少
室
六
門

集
』
は
後
人
が
達
磨
大
師

の
名
に
托

し
て
編
纂
し
π
も

の
で
(註
九
)、
全
部
を
信
す

る
こ
巴
は
出
來
な

い
け
れ
ど
も
、

輝
宗
の
立
祀
相
承
に
就
て
(
三
)

(六
六
)

15



輝
宗
の
立
祀
相
承
に
就
て
(三
)

(六
七
)

二
種

入
四
行
観

の
思
想
だ
け
は
達
磨
大
師

の
思
想
で
あ

つ
π
も
の
こ
思
は
れ
る
。
ま
陀
『
績
高
僧
傳
』
の
慧
可
傳
に
、

達
磨
大
師
が
『
四
霧
樗
伽
」
を

二
租

に
付
囑
し
て
心
要

こ
せ
ら
れ
陀

ご
云

ふ
記
事

(註
+
)
が
あ
る
か
ら
、

こ
れ
等

に
依

っ
て
大
禮

に
於
け
る
達
磨
大
師

の
思
想
を
窺

ふ
こ
ご
も
出
來

る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
の
『
績
高
僧
傳
』
に
依

つ
て

見

る
ご
、
達
磨
大
師
は
何
れ
の
時
代

に
支
那
に
來
π
も
の
か
不
明
で
あ
る
。
「
初
達
圏宋
境
南
越

。
末
ヌ
北
度
至
レ魏
。
」

ご
あ
る
か
ら
宋
の
時
代
で
あ
る
ご
云

ふ
説
も
あ
る
(註
+
一
)。

そ
れ
よ
り
三
百
五
十
年
後
に
書

か
れ
π
『
景
徳
傳
燈
録
」

第
三

に
は
、
達
磨
大
師

の
傳
記

が
載

せ
て
あ
つ
て
、
梁

の
普
通
八
年
丁
未
歳
九
月
二
十

叫
日
廣
州

に
着
し
、
十
月

一

日
に
金
陵

に
至
つ
て
、
梁

の
武
帝

ご
「
無
功
徳

の
話
」
の
問
答
を
し
だ
ご
云
ふ
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
就

て
は
幾
多

の

疑
問

が
あ
る
の
で
、
更
に
『
傳
法
正
宗
記
」
に
は
、
梁

の
武
帝
、
普
通
元
年
庚
子
九
月

二
十

一
日
に
廣
州
に
着

し
、
十

一
月

一
日
に
建
業
に
來

っ
て
、
梁

の
武
帝

ご
問
話
し
だ

ご
訂

正
し

て
居

る
け
れ
ど
も
、

こ
れ
が
果
し

て
眞
實

に
近

い

ε
云
ふ
こ
ビ
も
出
來

ぬ
。

こ
れ
を
要
す

る
に
、
蓬
磨
大
師

の
傳
記
で
最
も
古

い
も

の
は
『
綾
高
信
傳
』
の
記
事
で
あ
る

が
、
し
か
し
術

ほ
そ
れ
已
前

の
も
の
に
就

て
考

へ
て
見
る
ご
、
『
開
元
鐸
敷
録
』
第
六

に
、
「
沙
門
菩
提
留
支
傳
」
ざ
云

ふ
の
が
あ
つ
て
、
そ
の
中

の

一
節

に
左
の
如

き
記
事
が
載

せ
て
あ
る
(註
+
二
)
。

時
有
閏西
域
沙
門
菩
提
達
磨
者
一。
波
斯
國
人
也
。
越
'自
蛤西
域
一來
遊
昌洛
京
一。
見
7金
盤
絃
シ日
光
照
・輔雲
表
一寳
鐸
含
y風

響
申出
天
外
占。
歌
詠
讃
歎
疑
是

紳
工
一。
自
云
年

一
百
五
十
歳
。

歴
昌渉
諸
國
靡
y不
・・周
遍
一。

如
ひ此
寺
精
雇
閻
漂
所
"

無
也
。
説
轟佛
境
界
亦
無
曽有
レ比
。

ロ
唱
轟南
無
一合
掌
蓮
日
。

(『大
正
藏
経
』第
五
+
五
巷
五
四
一
丁
)
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ご
あ

る
。

こ
れ
に
就

て
考

へ
て
見
る
ご
、

一
百
五
十
歳
説
は
良
く
似

て
居

る
が
、

し
か
し
波
斯

の
人

ε
云
ひ
、
そ
の

思
想
も
相
蓮

す
る
や
う
に
思
は
れ

る
か
ら
、
同

一
人
ご
見

る
こ
ご
は
出
來
な

い
。

け
れ
ど
も
、
殆

ん
ど

同

じ

時

代

に
、
か
く
の
如

く

一
百
五
十
歳

の
人
が

二
人
も
來

陀
ご
云

ふ
こ
ご
は
信
ぜ
ら
れ
な

い
か
ら
、
恐
ら
く
は
同

一
の
人
を

斯
く
間
違

へ
て
書

い
π
も
の
で
は
な
か
ら
う
か

ご
思
は
れ
る
(註
+
三
)。
然
ら
ば
『
開
元
鐸
激
録
」
が
誤
り
か

『
綾
高
信

傳
」
が
誤
り
か
ご
云
ふ
に
、
そ
れ
は
判
然

こ
し
陀
こ
ご
は
云

へ
な

い
け
れ
ど
も
、
『
開
元
録
」
は
唐
の
開
元
十
八
年
庚

午
(皇
紀

=
二
九
〇
)
に
智
昇
が
撰
述

し
陀
も
の
で
あ
り
、
『
綾
高
信
傳
」
の
撰
述
年
代
は
不
明
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
著

者
の
道
宣
は
乾
封

二
年
十
月
三
日
(
皇
紀

=
ニ
ニ
七
)
に
死
ん
で
居

る
か
ら
、
先

づ
『
綾
高
信
傳
」
の
記
事
が
古

い
も
の

こ
云
は
ね
ば
な

ら
漁
。
し
か
し
『
開
元
録
」
の
記
事

に
就

て
深
く
考

へ
て
見

る
ご
、
ど
う
も
揚
街
之
の

『
洛
陽
城
内
伽

藍
記
』
(『大
正
藏
輕
』第
五
+
一
巻
九
九
九
丁
)
が
本
撮

の
や
う
に
思
は
れ

る
。

い
ま
是

の
爾
者
を
比
較
し

て
見

る
ご
、
『
洛
陽

伽
藍
記
』
に
は
「
起
レ自
一荒
商
一來
昌遊
中
土
一」
ご
あ

る
の
を
、
『
開
元
録
」
に
は
「
起
レ自
西

域
一來
噛一遊
洛
京
一」
ご
改
め
て
居
る

ε
こ
ろ
も
あ
る
が
、
し
か
し
大
燈

に
於

て
同
じ
記
事

で
あ
る
か
ら
、
『
洛
陽
伽
藍
記
」
が
本
擦

で
あ
る
ご
思
は
ね
ば
な

ら
漁
。
而
し
て
『
洛
陽
伽
藍
記
』
の
撰
述
者
た

る
揚
衝
之
は
、
『
績
高
信
傳
」
の
菩
提
流
支
傳
、
『
景
徳
傳
燈
録
」
『
傳
法

正
宗
記
」
の
達
磨
大
師
傳
の
こ
こ
ろ
に
彼

れ
の
こ
ご
が
出

て
居
る
か
ら
、
惜

か
に
菩
提
留
支
、
達
磨
多
羅

ご
同
時
代

の
人

ざ
見

て
差
支

へ
は
な

い
ご
思
ふ
の
で
あ
る
。

ま
π
菩
提
留
支
三
藏

に
就

て
も
多
く

の
信
傳

に
出
て
居
る
有
名
な
人
で
あ

る
が
、
先

づ
『
綾
高
僑
傳
』
第

一
に
は
、

輝
宗
の
立
面
相
承
に
就
て
(三
)

(六
八
)
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暉
宗
の
立
祀
相
承
に
就
て
へ
三
)

(六
九
)

北
天
竺
の
人
で
、
支
那

へ
來
朝
し
π
の
は
「
以
昌魏
永
季
之
初
一。
來
昌遊
東
夏
嚇。
」
(『大
正
藏
輕
』第
五
+
巻
四
二
八
丁
)
ご
あ
り
、

『
古
今
鐸
経
圖
記
』
第
四
に
は
、
「
以
轟魏
宣
武
帝
。
永
李
元
年
歳
次
戊
子
馴。
至
・剛洛
陽
一。
」
(『大
正
藏
輕
』第
五
+
五
巻
三
六
三
丁
)

こ
め
る
か
ら
、
皇
紀

=

六
入
年
で
あ
つ
て
、
梁

の
武
帝
の
天
監
七
年

に
當

つ
て
居
る
か
ら
、
達
磨
大
師
來
朝

の
普

通
元
年
(皇
紀

一
一
八
〇
)
よ
り
は
十

二
年
前
の
こ
ご
で
あ
る
が
、
し
か
し
菩
提
留
支
三
藏
は
郷
都
孝
靖
帝
天
李

二
年

乙
卯

(皇
紀

=

九
五
)
ま
で
翻
鐸
事
業
に
從
事

せ
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
か
ら
、

こ
の
間
に
達
磨
大
師
が
來
朝

せ
ら
れ

π
も
の
ε
見

て
良

い
の
で
あ
ら
う
。
ま
π

『
開
元
録
」
ざ
云
ひ
、
『
洛
陽
伽
藍
記
」
ご
云
ひ
、
共
に
そ
の
記
事
の

内
窓

は
、
洛
陽
の
永
寧
寺

の
こ
と
か
ら
書

き
出
し
て
あ
る
。
即
ち
永
寧
寺
は
北
魏
の
孝
明
帝
、
熈
李
元
年

(
皇
紀

=

七

六
)
に
建
立

せ
ら
れ
、
そ
の
寺

に
菩
提
留
支
三
藏
が
佳
し
π
の
で
あ
る
。
時

に
西
域

の
沙
門
菩
提
達
磨

な

る

も

の

が
、

こ
の
寺

に
來

つ
て
大

に
其

の
美
を
讃
歎
し
忙
ご
云

ふ
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
菩
提
達
磨

は
熈
季
元
年

に
は
支
那

へ
來

て
居
π
も

の
か
、
或
は
永
寧
寺

の
烏
有

に
蹄
し
セ
永
熈
三
年

二
月
(
皇
紀

一
一
九
五
)
ま
で
に
、

こ
の
寺
を
見
陀

も
の
か
、
そ
の
こ
こ
ろ
は
不
明
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
兎

に
角

永
寧
寺

の
存
在
し
て
居
起
時
代

に
菩
提
留
支
三
藏
も
、

菩
提
達
磨
も
、
共
に
實
在
し

て
居
ら
れ
π

ご
云

ふ
こ
ε
だ
け
は
、
確
實
に
信
す

る
こ
ご
が
出
來
る
ご
思

ふ

の

で

あ

る
o

㌧

六

前
述
の
如
く
、
菩
提
達
磨
は
菩
提
留
支
三
藏

ε
か
揚
衝
之

こ
か
の
時
代

に
來
朝
せ
ら
れ
π
も
の
で
、
そ
の
生
國
は
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波
斯
で
あ

つ
π
が
、

こ
れ
が
恐
ら
く
繹
宗

の
初
租
達
磨
大
師

の
歴
史
的
存
在

の
人

で
あ
つ
π
こ
ご
を
有
力

に
謹
明
す

る
も
の
で
あ
ら
う
。
常

に
云

ふ
梁
の
武
帝
、
普
蓮
年
中

の
來
朝
説
は
、
恰
か
も
菩
提
留
支
三
藏
が
永
寧
寺
に
佳
し
て

居
把
時

に
當

つ
て
居
る
の
で
、
揚
衝
之
も
亦

こ
の
時
代
の
人
で
あ

つ
π
の
で
あ
る
。
故

に
今
、
『
開
元
録
」
ざ
か

『
洛

陽
伽
藍
記
』

こ
か
に
出

て
居

る
記
事
を
本

こ
し
て
、
永
寧
寺
建
立
の
熈
李
元
年
に
達
磨
大
師
が

一
百
五
十
歳

で
あ

る

ε
し
π
な
ら
ば
、
(
事
實
は
、

こ
れ

よ
り
も
渥
く
來
朝
せ
ら
れ
し
な
ら
ん
)
そ
の
生
れ
ら
れ
泥
時
代
は
、
そ
れ
よ
り

一

百
五
十
年
前

の
東
晋

の
懐
帝
太
和
元
年

ご
見
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
そ
の
時

か
ら
四
十

一
年

を
経
過
し
π

東

晋

の

安

帝
、
義
熈
三
年
(
皇
紀

一
〇
六
七
)
に
『
達
磨
多
羅
灘
経
」
を
翻
繹

せ
ら
れ
て
居
る
の
で
、
『
傳

法
正
宗
記
』
の
如
き
が
達

磨
大
師

の
二
十
七
歳
已
前

に
『
達
磨
多
羅
藤
経
』
を
製
作

せ
ら
れ
泥
蓬
云

ふ
の
も
、
強
ち

に
理

に
合
は
ぬ
ざ
云

ふ
の
で

は
な

い
が
、
し
か
し
藤
宗

の
初
組
達
磨
大
師

が
果
し

て
『
達
磨
多
羅
灘
経
」
を
製
作

せ
ら
れ
陀
も
の
か
、

こ
れ
は
大

に

研
究
を
要
す

る
こ
ご
、
思
ふ
の
で
あ
る
。

『
達
磨
多
羅
輝
維
」
は
前
に
も
云
ひ
し
如
く
、
不
如
密
多
羅

の
同
門
の
弟
子

に
、
達
磨
多
羅

ご
佛
大
先

ご
が
あ
つ
π

の
で
あ
る
。
而
し

て
達
磨
多
羅
は
直
ち
に
高
遽
な
妙
理
を
示
す
ご
云

ふ
の
で
頓
観
で
あ
り
、
佛
大
先

は
導
く
に
漸
観

を
以
て
し
、
終
に
は
高
遠

の
妙
理
に
達

せ
し
む
る
ご
云
ふ
方
便
門
の
化
導
で
あ
つ
忙
や
う
で
あ
る
。
故

に
達
磨
多
羅

の
頓
観
は
良
く
今
日
の
灘
宗
に
近

い
も
の
で
、
初
租

ご
仰

い
で
良

い
も

の
で
は
あ
ら
う
が
、
唯
だ
麗
観
が
似

て
居

る

か
ら
ざ
云
ふ
て
、
直
ち
に
輝
宗

の
初
租
な
り

ご
断
す

る
の
は
、
鯨

り
に
史
的
事
實
を
顧
み
な

い
も
の
ε

云

ふ

て

良

暉
宗
の
立
麗
相
承
に
就
て
(三
)

(七
〇
)
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輝
宗

の
立
薩
相
承
に
就

て
(
三
)

(七

一
)

い
。
元
來
が
菩
提
達
磨

ご
達
磨
多
羅
ε
は
名

か
ら
相
違
す

る
の
で
あ
る
、
ま
花
其

の
生
國
も
相
蓮
す

る
や
う

に
思
は

れ
る
。
そ
れ
を
後
世

に
至

つ
て
、
『
傳
法
正
宗
記
』
の
如
き
に
は
総

べ
て
を
混
同
し
、
菩
提
多
羅
も
、
達
磨
多
羅
も
、

菩
提
達
磨
も
同
じ
で
あ
る
ご
見
π
も

の
で
は
な
か
ら
う
か
。
恐
ら
く
は
其
の
當
時
、
達
磨

ざ
名

つ
く

べ
き
人
は

一
人

で
は
な
く
、
多
く
の
達
磨

が
あ

つ
て
、
或
は
小
乗
の
人

も
あ
り
、
或
は
大
乗

の
人
も
あ
り
、
或
は
律

を
奉
す

る
人
も

あ
り
、
或
は
暉
を
修
す

る
入
も
あ
つ
て
、
そ
の
中

の
唯

だ

一
人

の
み
が
灘
宗

の
初
祀

ビ
仰
ぐ

べ
き
人
で
あ
つ
だ
ら
う

巴
思

ふ
。
即
ち
『
開
元
録
』
や
『
洛
陽
伽
藍
記
』
に
出

て
居

る
菩
提
達
磨

ざ
云

ふ
達
磨

が
、
眞

の
灘
宗

の
初
租

ざ
仰
ぐ

べ

き
入

で
、

一
百
五
十
歳

に
し
て
猶
ほ
且

つ
諸
國

を
歴
渉
し
π
も

の
で
あ
ら
う
。
而
し
て
其

の
思
想
は
委
し
く
出
て
居

ら
な

い
の
を
遺
憾

に
思
ふ
が
、
そ
の
思
想
方
面
を
委
し
く
記
し
陀
も

の
で
は
、
『
綾
高
信
傳
』
の
記
事
が
最
も
古

い
も

の
で
あ
る
か
ら
、
先
づ
此

の
記
事
を
以
て
達
磨
大
師

の
思
想
を
窺
は
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
而
か
も
此

の

『
績
高

僧
傳
」

は
達
磨
大
師
滅
後

一
百
十
七
年
後

の
撰
述
で
、
そ
の
叙
述
の
態
度
は
極

め
て
眞
面
目
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
記

事
は
先

づ
信
用
し
て
良

い
も

の
こ
思
ふ
。
而
し

て
蓬
磨
大
師

の
思
想

こ
し
て
は
二
種
入
四
行
観
を
述

べ
、
ま
π

「
録
`

其
言
語
一。
懇
流
邑子
世
嚇。
」
ご
書

い
て
あ

る
が
、
こ
れ
は
記
事

の
前
後
よ
り
考

へ
て
、
達
磨
大
師

の
撰
述
紀
る

「
四
行

観
」
を
指
し
π
も
の
で
あ
ら
う
。
決
し

て
『
達
磨
多
羅
暉
経
」
を
指
し
把
も
の
で
は
な

い
。
『
達
磨
多
羅
麗
経
』
を
印
度
で

撰
述

し
沈
こ
か
、
或
は
そ
れ
ら
し
き
も
の
を
書

い
把
こ
か
ぎ
云
ふ
こ
ご
は
更

に
見
當

ら
な

い
の
で
あ
る
。

ま
弛
そ
れ

よ
り
三
百
五
十
年
後
に
撰
述

せ
ら
れ

元
『
景
徳
傳
燈
録
」
に
も
見

へ
す
、
『
傳
法
正
宗
記
』
の
本
文

に
も
、
そ
れ
が
出
て
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居
ら
な

い
や
う
に
思
ふ
。
唯
だ
絡

り
に

「
契
嵩

少
聞

圏誉
宿
一云
」
こ
し

て
附
加

さ
れ

て
居

る
ご
こ
ろ
に
、
「
叉
以
冒鐸
晶輝

経
一之
年
占算
。
達
磨
此
年
正
年

二
十
七
歳
。
其
説
二繹
経
一。
必
在
並此

二
十
七
已
前
一也
。
」
(『大
正
藏
経
』第
五
+
一
巷
七
四
四
丁
)

ε
出
て
居
る
の
み
で
あ

る
。
ま
紀
『
傳
法
正
宗
論
」
の
第

一
篇

に
は
な
く
、
第

二
篇

に
至
つ
て
、
二
十
八
租
説

の
本
擦

を
示
す

に
、
適

々
『
藤
経
』
を
賭
だ
こ
云
ふ
の
で
は
な

い
か
。
若
し
夫
れ
眞
實

に
達
磨
大
師
が
『
繹
経
』
を
印
度

に
於

工

述
作
さ
れ

て
居
把
も
の
な
ら
ば
、
『
綾
高
僑
傳
」
等
よ
り
し
て
、
そ
の
記
事
が
出
て
居
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
に
、
そ

の
事
は
な
く
し
て
、
漸

く
『
傳
法
正
宗
記
」
の
時
代

に
出

て
居

る
ご
云

ふ
の
は
、
其
庭

に
大
に
疑
は
ね
ば
な
ら

ぬ
黙
が

存
在
す

る
も
の
ご
思

ふ
。
故

に
『
達
磨
多
羅
輝
経
」
の
達
磨
多
羅

が
達
磨
大
師
で
あ
る
こ
か
、
慧
観
の
「
不
浮
観
経
序
」

に
出

て
居

る
曇
摩
多
羅
が
達
磨
大
師

に
當
る
こ
か
云

ふ
こ
ご
も
云

へ
な

い
こ
ご
に
な
る
。

し
か
し
、
ま
陀
醗

つ
て
考

へ
て
見

る
ご
、
飽
く
ま
で
も
こ
れ
を
否
定
し
霊
す
材
料
も
な

い
ε
思

ふ
の
で
あ
る
。
か

の
『
達
磨
多
羅
藤
経
」
が
達
磨

多
羅

ご
佛
大
先

こ
よ
り
出
犯
ご
云
ふ
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中

の
蓬
磨
多
羅
は
頓
観

で
あ

り
、
般
若
大
乗
の
思
想
で
あ

つ
π
か
ら
、
或
は

こ
れ
を
以

て
灘
宗

の
初
租
ご
仰

い
で
居
だ
か
も
知
れ
ぬ
の
で
あ
る
。

ま
π
、
か
の
慧
観
の
『
不
浮
観
経
序
』
に
出
て
居
る
曇
摩
多
羅
は
、
特

に
曇
摩
多
羅
菩
薩

ざ
云
は
れ

て
居
π
の
で
あ
る

か
ら
、
或
は
大
乗
の
灘
観

を
修

せ
し
人
で
あ

つ
て
、
繹
宗

の
初
租

で
あ
つ
π
か
も
知
れ

ぬ
の
で
あ
る
。
ま
π
傳
敷
大

.

師

の
如
き
、
『
暦
代
法
寳
記
」
等

の
如
き
、
共
に
二
十
八
禮
の
諸
祀
名

を
『
藤
経
』
か
ら
得

て
居

る
や
う
に
思
は
れ

る
か

ら
、

こ
の
黙

か
ら
考

へ
て
も
、
『
灘
経
」
を
達
磨
大
師

ざ
は
何
等

か
の
關
係

が
あ

つ
紀
も

の
ざ
思
は
ね
ば
な
ら

論
。
若

輝
宗
の
立
魍
相
承
に
就
て
(
二
)

(七
二
)
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暉
宗
の
立
祀
相
承
に
就
て
(三
)

(七
三
)

し
夫
れ
眼
を
薯
じ
て
、
歴
吏
的
事
實
を
第

二
こ
し
、
思
想
系
統

の
相
承

か
ら
云

ふ
ご
き
に
は
、
明
か
に
『
藤
経
」
の
達

,
磨
多
羅

も
、
『
序
』
の
曇
摩
多
羅
も
、
共

に
藤
宗

の
初
租

に
相
蓮
な

い
ε
断
す

る
こ
ご
が
出
來

る
ご
思
ふ
の
で
あ
る
。

後
世

に
於
て
『
景
徳
傳
燈
録
』
や
『
傳
法
正
宗
記
』
が
書

か
れ

だ
態
度
は
、
偏

へ
に
達
磨
大
師
、ご
云

ふ
人
物
を
藤
的
眞
理

の
中

に
取
り
入
れ
て
、
或
は
同
名
異
人
の
逮
磨
な
り
、
類
似

の
達
磨
傳

か
ら
、
そ
の
眞
理
を
顯
さ
ん
ざ
し
て
雑
繰
せ

ら
れ
、
修
飾
敷
術
せ
ら
れ
π
も

の
が
今

日
の
達
磨
大
師
で
は
な
か
ら
う
か
ε
思

ふ
の
で
あ
る
。
故

に
歴
吏
的
事
實

は

兎
も
角
も
、
第

一
こ
し
て
達
磨
大
師
を
灘
的
思
想
の
初
祀

こ
し
て
作
り
出

さ
ん
ご
し
陀
結
果
が
後
世
の
達
磨
傳
で
あ

ら
う

ε
信
す
る
か
ら
、
或
は
史

的
立
場
か
ら
批
評
す
る
時
に
は
、
明
激
大
師
の
如
き
、
自
略
を
欺
き
人
を
も
欺

い
π

も
の
で
、
そ
の
罪
は
決
し
て
輕
く
は
な

い
で
あ
ら
う
が
、

し
か
し
灘
宗

ε
云

ふ
法
門
か
ら
見
π
時
に
は
、
唯

だ
專
心

に
輝
宗

の
眞

理
を
宗
租

の
中

に
顯

さ
ん
ご
し
て
努
め
ら
れ
π
も
の
ε
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。

七

已
上
に
於

て
、
我
が
灘
宗

の
立
租
相
承

の
大
禮

を
論
じ
畢

つ
て
、
初
租
達
磨
大
師

に
ま
で
及
ん
だ

の
で
あ
る
が
、

不
幸

に
し
て
未
だ
完
全
な
る
二
十
八
租
説

の
本
擦
を
見
出
す

こ
ε
は
出
來
な
か
つ
陀
の
で
あ
る
。

か
の
明
敷
大
師

の

如
き
は
史
的
事
實

ざ
云

ふ
よ
り
も
、
寧

ろ
法
門
を
事
實
化
し
、
そ
れ
よ
り

一
切
を
説
明
せ
や
う
ご
努
め
ら
れ
陀
も

の

で
あ
ら
う
。
藤
宗
の
法
門
は
決
し
て
他

に
依
慧

こ
す

べ
き
経
論
が
あ
る
ご
云
ふ
の
で
は
な

い
。
必
ら
す
師

の
謹
明
を

待

つ
て
始

め
て
租
師

こ
な

る
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
間

に
断
絶
が
あ
つ
て
は
な
ら
ぬ
。
飽
く
ま
で
も
二
十
八
租
嫡

々
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相
承
で
な
け
ら
ね
ば
、
法
門

ざ
し
て
成
立
し
な
い
の
で
あ
る
。
か
の
天
台
宗

の
如
き
、
澤
土
の
法
門

の
如
き
、
軍

に

思
想
系
統
の
相
承

ご
云

ふ
の
で
は
、
更

に
宗
旨

ε
し
て
何
等
の
生
命

が
な
く
な

る
の
で
あ
る
。
故

に
何
れ
の
時
代
か

ら
か
は
剃
然

せ
な

い
け
れ
ど
も
、

二
十
八
租
相
承

ご
云

ふ
こ
ご
は
盛
ん
に
用
ひ
ら
れ

て
居

る
の
で
あ
る
。
既

に
六
租

大
師
の
弟
子

の
永
嘉
大
師
の
如
き
が
明

か
に
二
十
八
祀
相
承
(註
+
四
)
の
語
を
用

ひ
て
居

る
。

ま
セ
同
門

の
荷
澤

の
神

會

の
如
き
も
二
十
八
租
説
(註
+
五
)
を
立

て
＼
居

る
の
で
あ
る
か
ら
、
或
は
六
租
大
師
時
代
に
蓬
磨
大
師
は
二
十
入
租

で
あ
る
ε
云
ふ
こ
ご
が
云
は
れ
て
居
沈
に
相
違
な

い
ご
信
す

る
。
或
は
更

に
的
確

に
二
十
入
租

の
『
付
法
相
承
記
」
が

あ
つ
π
か
も
知
れ
ぬ
の
で
、
私
が
前
篇

に
於

て
述

べ
陀
支
彊
梁
縷

こ
か
那
連
耶
舎

こ
か
の
翻
繹
し
π
『
付
法
相
承
記
」

が
あ
つ
π
も
の
こ
見

て
も
良

い
の
で
あ
る
。
素

よ
り
支
彊
梁
縷

の
歴
史
的
實
在
を
疑

ひ
、
那
蓮
耶
含

の
翻
課
に
就

て

も
疑
問
を
容

る
べ
き
黙
も
あ
ら
う
が
、

(註
+
六
)
し
か
し
達
磨
大
師
は
西
天
の
二
十
入
租

に
當

る
ε
云

ふ
こ
ご

だ

け

は
、
必
ら
す
何
等
か
の
古
記
録
が
あ
つ
て
、
早

く
か
ら
其
れ
が
唱

へ
出
さ
れ

て
居
だ
も

の
で
あ
ら
う
。
若

し
古
記
録

が
な

い
ご
云
ふ
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
繹
門
面
授

の
ロ
訣
ご
し
て
必
ら
す
展
輻
傳
受
し
π
も
の
が
あ
つ
π
で
あ
ら
う
。

或
は
其

の
間

に
異
種
の
相
承
を
傳

へ
泥
も
の
も
少
な
く
は
な
か
つ
陀
で
あ
ら
う
が
、
そ
れ
は
各
人
間
の
相
承
を
異

に

し
だ
結
果
で
あ
つ
て
、
後
世
の
達
磨
大
師
が
種

々
な

る
達
磨
傳

よ
り
修
飾
敷
術
し
π
も

の
ご
云
ふ
な
ら
ば
、

そ
こ
に

ま
把
種

々
な

る
相
承

の
あ
る

べ
き
は
當
然

の
こ
ご
で
、
そ
の
中
、
自
己
の
相
承
を
特
に
傳

へ
て
『
傳
法
正
宗
記
」
等
を

製
作

し
、
繹
宗

の
立
祀
相
承
を
し
て
確
定
し
π

ご
云

ふ
こ
ビ
は
、
何
を
云
ふ
て
も
先
づ
明
敷
大
師
の
大
な
る
功
績

ご

暉
宗
の
立
胆
相
承
に
就
て
(三
)

.

(七
四
)
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輝
宗
の
立
組
相
承
に
就
て
(三
)

(七
五
)

見
な
け
れ
ば
な
ら
鴻
。
素
よ
り
そ
れ
已
前

に
『
景
徳
傳
燈
録
』
あ
り
、
『
宗
鏡
録
』
あ
り
、
『
寳
林
傳
』
が
あ
つ
て
、
同

じ

二
十
八
租

の
諸
祓
名
を
列
ね
て
は
居

る
が
、

し
か
し
こ
れ
を
委
し
く
論
じ
、
本
擦
を
尋
ね

て
確
定
し
π

ε
云
ふ
の
は

明
敷
大
師

の
『
傳
法
正
宗
記
」
等
で
あ
る
ざ
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
私
は
今

こ
の
『
傳
法
正
宗
記
」
等
に
依

つ
て
、
種
々
に

我

が
灘
宗

の
立
祀
相
承

の
本
擦
を
論
じ
陀
の
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果

に
於

て
は
逡
憾
な
が
ら
満
足
な

る
史
的
立
謹
を

得
な
か
つ
π

の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ

こ
に
ま
把

一
概

に
妄
談
な
リ
ビ
の
み
云

ふ
こ
ご
は
、
大
に
愼

ま
ね
ば
な
ら
訟

ざ
云

ふ
ご
ざ
を
知
り
得
π
の
で
あ

る
。
(完
)

註

闘

註
二

註
罠

註 謎
五 四

『
傳
法
正
宗
論
』

上
に
云
く
、
「
階
唐
來
。
遽
磨
之
宗
大
勘

。
而
義
學
者
疑
ソ
之
。
頗
執
二
付
法
藏
傳

一。
以
相
獲
〆
難
。
謂
傳
二
所
ゾ
列
但

二
十
四

世

一。
至
二
師
子
組

一而
巳
夷
。

以
二
達
磨
所
〆
承
者

一。
非
三
正
出
二
於
師
子
尊
者

騨。
其
所
謂

二
十
八
阻
者
。
蓋
後
入
曲

説
。
暉
者
或
引
二
寳
林
傳

一

謹
ン
之
。
然
寳
林
亦
暉
者
之
堂
日。
而
難
家
盆
不
レ
取
。
如
ソ
此
吹
吹
。
錐
§
累
世
無
二
以
瞼
ア
正
。
吾
嘗
病
レ
之
。
云
云
。
し

慧
観

の
傳
は
『
高
信
傳
』
第

七
に
出
づ
。

生
卒

の
年
月
は
不
明
な
れ
ど
、
『
高
曾
傳
』
に
は

「
宋
元
嘉
中

(皇
紀

一
〇
八
四
-

一
一
一
三
)
卒
、

春

秋
七
十
有

一
」
と
云

ふ
。

慰
滑

谷
博

士
『
暉
學

思
想
史
』
上
巻

二
三
}「
丁

に
佛

陀
斯
那

の
傳
承
を
明

し
て
、

不
若
密
多
羅
ー

富

若
羅
ー
曇
摩
羅
ー

婆
陀
羅
i
佛
陀
斯
那
ー

佛
陀
蹟
陀
羅

と
去

ふ
。

こ
れ
竜

一
説
と
し

て
掲

ぐ
。
慧
翻

の
『
不
浮
観
輕
序
』
を
其
儘

に
見

た
も

の
で
あ
る
が
、
今

は
此

の
説
を
取
ら
ず
。
ま

た
朋
漢

了
諦
氏
著
『
西
域

の
佛
教
』
四
六
五
丁
に
曇
摩

多
羅
を
以
て
恐
ら
く
蓮
磨
蓮

(『
梁
高
信
傳
』
に
所
謂
達

磨
比
丘
)
と
同
人
で
あ
ら
う

と
去

ふ
も
.

こ
れ
も

一
設
に
し
て
、
確
た

る
こ
と
は
云

へ
な

い
と
思
ふ
。

『
傳
法
正
宗
詑
』
に
依
れ
ば
、
師
子
比

丘
-

達
磨
達
ー
嬰
羅

忌
利
婆
ー
曾
伽
羅

叉

の
相
承
と
な
る
。

境

野
黄
洋
氏
著
『
佛
敷

史
論
』
六
入
丁
『
支
那
佛
敷
史
綱
』
=

一
六
丁
を
参
照

せ
よ
。
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融
六

『暦

代
法
寳
詑
』
は
『
大
正
藏
纏
』
第
五
十

一
巻

に
牧

む
。
轍
煙
本
に
し
て

一
巻
あ
り
o
作
者
未
詳
o
唐

の
代
宗
太
暦
九
年
(
皇
絶

一
四
三
四
)
ま

で
を
書
く
。
『
圓
畳
輕
大
疏
妙
』
は
『
綾
藏
輕
』
第

一
輯
第

十
四
套
第

三
冊

に
牧

む
。
圭
峰
宗
密

の
作
、
唐

の
穆
宗
長
慶

三
年
(皇
紀

一
四

八
三
)

の
撰
、

二
十
入
祀
名
は
同
書
巻
三
ノ
下
に
出
づ
。
而
し
て
傳
教
大
師

の
『
内
誼
佛
法
相
承
血
脈
譜
』
は
嵯
峨
天
皇

の
弘
仁
十
年

(皇
紀

一
四
七

九
)
置
{忠

の
筆

受
な
η
o

註
七

慧
遠

の
傳

は
『
高
曾
傳
』
第

六
に
出
づ
。
晋

の
義
熈
十

二
年
八
月
、
年

八
十
三
に
て
卒
す
。
故
に
皇
紀
九
九

四
ー

一
〇

七
六
在
世
す
。

註
八

境

野
黄
洋
氏
著
『佛
敏
史
論
』
七
二
丁
『
支
那
佛
敏
史
綱
』
=

一
二
丁
『
支
那
佛
教

史
講
話
』
上
巷
五
八
五
丁
『
支
那
佛
教

史

の
研
究
』
二
〇
〇
丁
等

に
『
蓬
磨
多
羅

陣
経
』
の
内
容
は
佛
大
先

の
『
暉
紹
』
な
る
こ
と
を
読
く
。

こ
れ
に
就

て
忽
滑
谷
博
士
は
『
繹
輕
』
に
廣
略

の
二
本
あ

り
。
廣

本
は

今

の
『
暉
経
』
で
あ
り
、
略
本
は

『
出

三
藏
記
集
』
巻

四
に

「
『鹿

伽

三
磨
斯
輕
』
一
巻
。
誰
言
二
修
行
略

・。

一
名
二
建
磨
多
羅

法
㌔

或
敦
達
磨
多

羅
菩
薩
撰
輝
経
要
集
。
」
と
云

ふ
も

の
に
て
、
曾
瀦

の
時

代
に
存
在

せ
る
も
、
唐
朝

に
は
闘
本
と
な
る
と
云
ひ
、
而
し
て
廣
本

は
佛
大
先
、
略

本
は
達
磨
多
羅

の
撰

な
る
に
、
費
長

房
が
廣
略

二
本
を
混

同
し

て
、
廣

本
に
今

の
題
を

つ
け
た
り
と
去
ふ
。
『
輝
學

思
想

史
』
上
巻

二
三
四
丁

を
参
照

せ
よ
。

今
は

一
説
と
し
て
掲
ぐ
る

の
み
。

註
九

慰
滑
谷
博
士
著
『
輝
學
思
想
史
』
上
巷

三

一
四
丁
巳
下
を
滲
照

せ
よ
。
達
磨
大
師

の
思
想
は

二
種
入
四
行
親
な
り
。
『
少
室

六
門
集
』
は
後

入

の

儒
撰
な
り
と
説
く
。

…駐
十

『
績
高
曾
傳
』
第

十
六
、
慧

可
傳

に
蓉
く
「初

蓮
摩
輝
師
σ

以
二
四
巻
携
伽

、授
〆
可

日
。
我
観
二
漢
地

一惟
有
二
此
輕

㌔

仁
者
依
行
自
得
二
度
世

唱o
」

註
十

一

境
野
黄
洋

氏
著
『
支
那
佛
敏
史
講
話
』
上
巻
五
九
九
丁
『
支
那
佛
敏
史

の
研
究
』
二
五
八
丁
等
を
参

照
せ
よ
。
今
は
此

の
説
を
取
ら
ず
。

註
十
二

『
貞
元
漸
定
繹
教
録
』
第
九

に
も
同
じ
記
事
を
出
す
。

駐
十
三

松
本
博
士
著
『
蓬
磨
』
第
六
節
「
『
績
高
俗
傳
』
の
達
磨

と
『
騨
輕
』
の
達
磨
」
八
三
丁

に
同

一
の
入
な
ら
ん

と
去

ふ
。

註

十
四

『
詮
溢
歌
』
に
云
く
、
「
第

一
迦
葉
首
二
傳
燈

一。

二
十
八
代
西
天
記
。
法
東
流
入
二
此
土

一。
菩
提
蓮
磨
爲
二
初
祀

一。
」

藤
宗

の
立
祀
相
承
に
就

て
(
三
)

(
七
六
)
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覧

輝
宗

の
立
胆
相
承
に
就

て
(
三
)

(
七
七
)

註
十
五

『
顯
宗
記
』

に
云
く
、
「
自
二
世
尊
滅
後

一。
西
天
二
十

入
組
。
共
傳
二
無
住
之

心
一。
同
読
二
如
來
知
見

一。
至
二
於
蓮
磨

一。
届
ソ
此
爲
ソ
初
。
逓

代
相
承
。
於
ソ
今

不
ソ
絶
。
」

註
†
六

松
本
博

士
著
『
佛
典

の
研
究
』
第
四
、
「
印
度
佛
敏

の
傳
燈
者
」
同
書
第
五
、
「
淫
磨

法
統
読

の
起
源
」
忽
滑
谷
博
士
著
『
…暉
學

思
想
史
』
上
巻

二

七
五
了
巳
下
を
参

照
せ
よ
。

●

成 樹

高

氏

欄

慢

紅
。

段

西

來

意
。

瓢

瓢

爾

袖

片

西

飛

(題

櫻

花

偶

是

春片

夢

窓
)
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